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R6.9.29(日)16 時 30 分 

 
低気圧と前線による大雨に伴う災害に係る 

第１１回災害対策本部員会議での知事の主な発言 
 
１．会議冒頭の発言 
 
○ 発災以来、昼夜を分かたず、被災地の支援にご尽力いた 
だいている全ての関係者の皆さんに対し、改めて感謝申し 
上げる。 
 

○ この週末は、天候にも恵まれた。連日数多くのボランテ
ィアにご参加いただいており、本日は、県のボランティア
バスには、豪雨災害の発災後最多となる２５１人、これま
でに延べ７１６人に参加いただいた。皆さんのご協力に感
謝申し上げたい。 

 
現在、参加される方が、余裕をもって申し込みしやすい 

よう、すでに１０月７日（月）までの募集を特設サイトで 
開始している。 
 
また、今後募集を開始する１０月８日（火）分からは、 

ボランティアバスにマイカーで参加される方の利便性の 
ため、金沢駅から出発しているボランティアバスについて、 
無償の県庁駐車場を経由地として加えることとした。 

 
被災地では、今後もボランティアの皆さんのお力が必要 

である。ボランティアの皆さんが使用するトイレや荷物の 
置き場所の確保など、今一度、ボランティアの皆さんの目 
線に立って考えてほしい。 

 
○ 床上浸水が発生した６カ所の仮設住宅について、本日、
輪島市の宅田町第２団地、宅田町第３団地、珠洲市の上戸
第２団地の３か所の入居者を対象に、復旧に向けた説明会
を開催した。住民の皆さんの意思を踏まえて、修繕や安全
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対策をお願いしたい。 
 

残る３か所の仮設住宅についても、順次、説明会を開催 
する。被災された方々が、一日も早く、仮設住宅に入居で 
きるよう、復旧作業を急いでほしい。 
 

 
２．会議最後の発言 
 
○ この土日は、幹部職員の皆さんにも、できる限り、直接
現場に入るようお願いした。現場で把握した新たな課題や
ニーズについては、速やかに、私や副知事をはじめ、庁内
で情報共有し、被災者に寄り添ったきめ細やかな対応に繋
げてほしい。 

 
○ 被災者の皆さんの不安を解消するため、インフラの復旧
状況や、様々な支援策の周知が行きわたるよう、積極的な
広報をお願いしたい。 

 
同時に、今後の復旧の見通しを早期に示すことができる 

よう、全力をあげてほしい。 
 
○ 依然として被災地ではマンパワーが不足している。ボラ
ンティアの皆さんが快適に活動いただけるよう、これから
も不断に改善を重ねていくので、一人でも多くの方にご協
力をお願いしたい。 
 
大学コンソーシアム石川にお願いをして、大学生の方に 

まとめて行っていただけないか。ただし、被災地で受け入 
れのマッチングができないといけないので、被災地のフォ 
ローも含めてお願いしたい。 


